[image: image1.jpg]


第15号
目次
１　石鏃・石槍が示す三内丸山ムラの狩猟活動
横井國人(１)

２　高麗僧道顕と山上憶良の四六体の特色
冨田治朗(　)

３　前方後円墳壺型模倣説への疑問
堀井優　(　)

４　写しの天才陶工　横井米禽
大石浩士(　)

 ５　○○○○○○○○
角脇由香梨(　)

６　○○○○○○○○
丸山竜平(　)

2011
荒木集成館友の会
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平成23年　荒木集成館　展示案内

	日程　／　１階展示室の展示会
	詳細

	1月8日～4月10日

ジュラ紀のアンモナイト展

東海化石研究会
	古生代ジュラ紀に繁栄したアンモナイトを展示

	5月7日～8月7日

竹内睦・茶陶収集展
	瀬戸の陶工　山口錠鐵作　茶器、蓋付菓子器などを展示

	9月9日～12月11日

４人が集めた自慢の自動車
	懐かしい車の模型を並べ、カタログなどと共に展示


２階　常設展示室　名古屋市内の遺跡から発掘された考古学の遺物を中心に展示

· 開館日　　金曜日・土曜日・日曜日（祝・休日の場合も含む）

休館日　　月曜日～木曜日　夏季・年末・年始

· 開館時間　午前10時より午後5時まで（入館は午後4時30分まで）

特に予約などは必要ありません。お気軽にご来館ください。

· 入館料

	
	大人
	高大生
	小中生

	個人
	300円
	180円
	100円

	10人以上
	270円
	160円
	90円

	20人以上
	240円
	145円
	80円


· 問い合わせ　（財）荒木集成館

〒468-0014　名古屋市天白区中平5丁目616番地　電話番号 052-802-2531

ホームページ　http://www.arakishuseikan.ecweb.jp/
荒木集成館「友の会」

本会は先人の残したさまざまな歴史資料を大切に、鑑賞・研究等により会員相互の教養を高めるとともに、文化の向上をはかることを目的とします。

みなさまの入会をお待ちしております。

会員特典

荒木集成館の常設展と特別展に無料で入場できます。特別展の案内と資料「集成館パンフレット」をお送りするほか、同展の説明会や研究会に参加できます。

友の会誌「きりん」をお送りします。

注・「きりん」の投稿など規定は別途説明。

会費

年額3000円

友の会の会期は毎年4月1日から翌年3.月31日までです。

入会は随時受け付けています。最初の有効期間は入会年度の3月31日までとなります。

お問い合わせ

名古屋市天白区中平5丁目616番地

荒木集成館内友の会事務局

電話・ファックス052-802-2531

http://www.arakishuseikan.ecweb.jp/

友の会誌「きりん」規定

投稿は特別な場合(依頼原稿など)を除き原則として友の会会員とする。

原稿は文章だけでなく図や写真などを添付する。1㌻の字数は40字×32行で5ページまで。写真・図の挿入枚数と大きさを考慮し、字数を減らすなどで5ページ以内に収まる分量にする。執筆構成上5ページを超える場合は事務局に相談すること。

題名は2行。執筆者名は1行とする。引用した文献名は文末に明記する。

原稿はパソコン処理できる媒体(USBメモリなど)を最良とするが、手書きも可で用紙は特に定めない。

締め切りは12月末で刊行は同年度3月末とする。

原稿の提出は友の会事務局とする。

平成22年度の経過

204　知多半島の深海生物化石             東海化石研究会展  2010. 1.15～ 4.11
205　近代尾張の茶碗展　大石浩士コレクション　　　大石浩士  2010. 5. 7～ 8. 8

206　福原稔　第3回切手展～1960－70年代の切手～　福原稔   2010. 9．10～12.12

特別展　桶狭間展　　　　　　　　　　　　　　　淡河俊之　2010.10.1～10.30

題字：荒川心壺
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